
 

スヌーズレンルームの構築 

 

１ 活用するＩＣＴ機器等 

 

 

 

２ ねらい 

 

 

 

 

３ 実践 

  ＜目的＞ 

① 光と音楽、香りによるリラックス空間の体験 

② プロジェクターと iPadを活用したバーチャル体験（電車、ジェットコースター、スーパーマン） 

  ＜使用物品＞について 

  暗幕、ブラックライト、スツール×２、エアレックスマット×４、アロマディフューザー 

バブルチューブ、ＬＥＤロープ、各種クッション、作業室棚、プロジェクター×２、 

＜会場図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題 

 

・スヌーズレンルームの構築について提案する。 

・光や音楽、香りを構成することで児童生徒の興味関心を高めたり、リラクゼーションを喚起す

る 

 

・大画面に関心を高める児童生徒が多かった。 

・文化祭で行ったので、多くの入場者にも関心を持ってもらった。 

担外 

２．感覚遊び等の教材ツール 

～教科領域名：自立活動～           

ｉＰａｄ、AppleTV、プロジェクタ×２、バブルチューブ、ブラックライト、

ＬＥＤチューブ、アロマディフューザー 


